


2022年5月1日、広島大学高等教育研究開発センターはその前身である大学教育研究センターの設立から数え

て、創立50周年を迎えることができました。そして、次の50年へ向けてスタートを切りました。

2022年1月から2023年4月までの1年4ヶ月、50周年事業の実施期間として、さまざまな活動を展開してき

ました。あいにくのコロナ禍で、研究会等は多くがリモートでの開催となりましたが、逆に国内外から幅広く参加を

得ることができました。研究会の様子は、センターのWEBページで現在も視聴可能です。

また、研究会開催と並行して、50年の記録、高等教育研究の黎明期に活躍された諸先輩による寄稿集の編纂等

も進めてきました。記憶を歴史へ変えるのが、50年の重みです。まさにその転換期に、諸先輩から自らの経験を

振り返る生の原稿をいただきました。こうした記憶を記録して伝えていくことも、日本で最も歴史の長い本センター

だからこそ可能であり、また、当センターの責務でもあります。

さて、次は100周年に向けて、本センターはこれからも既存事業を時代に即した新たな事業へと発展させ、新し

い領域にもチャレンジしていく所存です。また、これまでも多くの大学から参画を得て進めてまいりました国際共同

研究への支援、学生や若手研究者への支援は、国内外の高等教育研究ネットワークのハブとしての当センターの存

在意義ともいうべき事業です。もちろん、今後とも継続していく所存ですが、経済情勢が不透明な中で、持続して

いくためには、センター予算の中から捻出するだけ

では限界があります。そこで、「高等教育研究開発

センター創立50周年記念基金」の募金も活用して

まいります。ご支援いただいた皆様にはこの場を借

りて御礼を申し上げますとともに、今後とも引き続き

温かいご支援を賜れますようお願い申し上げます。
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研　究　活　動

21世紀の高等教育改革・高等教育研究の推進・発展21世紀の高等教育改革・高等教育研究の推進・発展

■ 学士課程教育
■ 大学院博士課程前期・後期
■ 研究生制度
■ 大学教職員専門性開発（FD/SD）・
URA研修、TA研修

■ 全国大学教育研究センター等協議会事務局

教育・研修活動 出版・情報サービス
■ 公開研究会、公開セミナー
■ 研究員集会
■ 国際セミナー、国際会議
■ 研究プロジェクト
■ 国際リサーチ・ネットワーク
■ 若手研究者支援・育成

■ 各種出版物（大学論集、高等教育研究
叢書、Higher Education Forum, 
RIHE International Seminar 
Reports, etc.）

■ 情報サービスの推進
■ 各種データベース

研　究　交　流

センターの沿革：50周年を超えて
1970年2月、広島大学は大学改革の一環として「大学問題調査

室」を設けました。この「大学問題調査室」を発展的に改組し、1972
年5月、日本で最初の大学・高等教育研究のための専門機関である
「大学教育研究センター」が学内共同教育研究施設として誕生しまし
た。1986年4月には、国内初となる大学・高等教育研究者養成コー
ス「比較高等教育研究」（博士課程）を開設し、卒業生は大学や高等教
育研究機関等で活躍しています。
1995年3月には東広島キャンパスへ移転。さらに、2000年4月

には「高等教育研究開発センター」へと改称し、教育研究体制を5分
野12領域に改組・拡充。以来、国内外との連携をさらに深めながら
高等教育学に関する研究活動をより進化・発展させてきました。
2019年3月には20か国以上から研究者を招聘し国際会議

「Academics’ Teaching and Research Activities in the Knowledge 
Society: Main Findings From National Surveys （APIKS）」を開
催、さらに2024年2月には14か国から研究者を招聘し国際会議
「Changes in the Academic Profession in the Knowledge-Based 
Society and International Comparison （APIKS）」を開催しました。
このほか、1996年には全国大学教育研究センター等協議会が設置
され、センターは事務局として運営に携わるなど、主導的な役割を担い
続けています。
今日では、高等教育研究の国際的拠点として、また大学教育・運営の

企画・実践・評価に携わる高度な実務家の育成機関として、当センター
はますます重要な役割を担っています。

センターの事業
現在、スタッフは、専任教員9名（教授3、准教授3、特任教授1、特任

助教2）、兼任教員1名（准教授1）、学内研究員17名、客員研究員28
名、客員教授3名、客員准教授1名、事務職員7名です。加えて延べ
632名の旧学内研究員・客員研究員歴任者のネットワークを組織して
おり、研究員集会を毎年開催しています。
センターでは、高等教育学に関する出版をはじめ、高等教育統計の
データベース構築、高等教育関連書籍や資料の収集と一般公開、Web
サイトを通じた情報提供などに意欲的に取り組み、高等教育の発展に
寄与しております。
このうち出版事業では、『大学論集』、『高等教育研究叢書』、

『Higher Education Forum』、『RIHE International Seminar 
Reports』、『RIHE International Publication Series』等を刊行し、
『Higher Education Forum』はScopus、ERIC、およびNSDにも採
録されています。
また、センターの高等教育に関する蔵書数及び種類は日本国内にお
いて最大規模を誇り、国内外で活躍する数多の研究者や研究生のみな
さまにご活用いただき、その研究活動をしっかりと支えています。
センターは、これまで蓄積してきた基礎的研究をさらに充実・発展さ
せ、学内外の政策的・開発的研究に対する需要に応えていくことで、高
等教育の改革に積極的に取り組んでいます。

高等教育研究開発センターとは

高等教育研究開発センターの活動内容

テーマ：高等教育政策、財政、大学組織、管理運営、経済、評価・質保証、歴史、各国高等教育研究、
　　　　国際化、大学教育・学習、高大接続、大学と社会の接続、大学教職員専門性開発

センター教員、学内研究員、客員研究員、客員教授、客員准教授
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高等教育研究開発センターの歩み
1970年 2月 広島大学が「大学問題調査室」を設置。

1972年 5月 「大学問題調査室」を改組し、「大学教育研究センター」が
誕生。
日本で最初の大学・高等教育研究専門機関となる。

1986年 4月 広島大学に「広島大学大学院社会科学研究科国際社会論
専攻『比較高等教育研究』（博士課程）」を設置。
日本で最初の大学・高等教育研究者の養成コースとなる。

1992年 4月 研究員の受入開始。

1995年 3月 東広島キャンパスへ移転

1996年 4月 「外国人研究員制度」が発足。
外国人研究者・学者の招聘・受入を開始。
「全国大学教育研究センター等協議会」を設置。
会長職・事務局を担当するなど主導的役割を担う。

1997年 7月 「日本高等教育学会」設立。
設立理事の多くをセンターより輩出。

2000年 4月 「高等教育研究開発センター」に改称。
研究領域を5つに分類し、研究体制を改組・拡充。
広島大学大学院教育学研究科に参画。
協力講座「高等教育開発専攻」を発足。

2002年 11月 文部科学省21世紀COEプログラムにて「21世紀型高等
教育システム構築と質的保証」を採択。（～2007年度）

2008年 4月 「文部科学省戦略的研究推進経費」による研究開始。

2016年 4月 協力講座「高等教育開発専攻」を「高等教育学専攻」へ改
称。（～2018年度）
文部科学省より「共同利用・共同研究拠点体制充実」を目
的に予算配分を受け、活動内容を拡充。（～2018年度）

2019年 3月 国際会議「Academics’ Teaching and Research 
Activities in the Knowledge Society: Main Findings 
From National Surveys （APIKS）」を開催。
20か国以上からの研究者を招聘。

2020年 4月 大学院の改組再編により「大学院人間社会科学研究科」
へ移行。

2021年 11月 文部科学省「統計エキスパート人材育成プロジェクト」に
参画。

2022年 5月 創立50周年。

2024年 2月 国際会議「Changes in the Academic Profession in 
the Knowledge-Based Society and International 
Comparison （APIKS）」を開催。
14か国からの研究者を招聘。



　共同利用・共同研究拠点を目指した活動
国内外の研究者との共同研究プロジェクトの支援等を進めてい

ます。

　国立大学附置研究所・センター会議
第3部会（人文社会分野）の一員として、各種活動に参加してい

ます。

　公開研究会
毎年、国内外の研究者を招待し、様々な研究会を行っています。

　研究員集会
毎年1回、国内外の研究員が一堂に会し、統一テーマのもとに研

究発表と討議を行う研究員集会を開催しています。

　国際セミナー・国際会議
センターでは様々な国際的活動を行っています。その中でも特に
重要な事業として国際会議やセミナーの開催があり、1976年から
現在まで46回の国際会議を開催しました。

　研究プロジェクト
●大学生の非学習型活動・逸脱行動の可視化：量的質的方法の応用
開発と倫理的課題の解決（2024年度～）（科学研究費助成事業    
基盤研究（B）　村澤昌崇）

●アジア・太平洋地域におけるリーディング大学の大学院教育に関
する国際比較研究（2024年度～）（科学研究費助成事業　基盤
研究（C）　大膳司）

●博士課程留学生のキャリア展望を支援する学術環境要因と課題
の解明と体系化（2024年度～）（科学研究費助成事業　基盤研
究（C）　櫻井勇介）

●社会科学の計量分析再考：“説明”の評価と解釈に関する数理的開
発と検証（2022年度～）（科学研究費助成事業　挑戦的研究
（萌芽）　村澤昌崇）
●数理モデルに基づく「学修成果」指標の開発と応用（2023年度
～）（科学研究費助成事業　若手研究　樊怡舟）
●東アジアの知識基盤社会における学者の社会連携：日本、中国、
韓国の比較研究（科学研究費助成事業　若手研究　李昕）

●大学アスリートの特徴をPROGデータ等により言語化するため
の研究（2023年度～）（株式会社キャリアサイエンス研究所    
村澤昌崇）

●博士課程学生の育成支援―教育技能とウェルビーイングに焦点
を当てて（2024年度）（大和日英基金奨励助成　櫻井勇介）

　海外機関との学術・教育協定
●メルボルン大学高等教育研究センター（オーストラリア）
（2005年～）
●北京大学教育学院（中国）（2006年～）
●ロンドン大学教育学研究院国際高等教育センター（英国）
（2017年～2022年）

研  究  活  動
　大学院教育
人間社会科学研究科 教育科学専攻 教育学プログラム 高等教育学コース
　高等教育基礎論 （担当：全　教　員）
　高等教育基礎演習 （担当：全　教　員）
　Comparative Studies in Higher Education （担当：金　　良善）
　大学教育論 （担当：櫻井　勇介）
　大学カリキュラム開発論 （担当：黄　　福涛）
　高等教育目標論 （担当：非常勤講師）
　高等教育アドミッション論 （担当：大膳　　司）
　高等教育組織・職員論 （担当：大場　　淳）
　高等教育評価論 （担当：村澤　昌崇）
　学術政策論 （担当：野内　　玲）
　Development of Higher Education （担当：堀田　泰司）
　学費政策論 （担当：吉田　香奈）
　Higher Education in Japan （担当：全　教　員）
　学生論 （担当：非常勤講師）

　学士課程教育
高等教育概論（教育学部開講・教育学専攻科目）
大学と社会（教養教育・パッケージ別科目）

　高等教育公開セミナー
　大学職員を主対象に高等教育に関する基礎的な内容事項を取り扱
い、今後の職務遂行に資することを目的としています。夏季休暇中に
開催する他、遠隔地でのセミナーを開催しています。

　学内研修活動

教  育  活  動

　出版物
大学論集 ～ 57集
大学研究ノート ～ 73号 （終刊）
高等教育研究叢書 ～ 175号
コリーグ ～ 57号
RIHE International Seminar Reports ～ 26号
RIHE International Publication Series ～ 10号
COE研究シリーズ ～ 30号 （終刊）
Higher Education Forum ～  21号
Higher Education Research in Japan ～  5号 （終刊）
※出版物の概要やその他出版物については、下記サイトでご紹介し
ております。ご活用ください。

https://rihe.hiroshima-u.ac.jp/publications/

　所蔵高等教育関係図書・資料
図書（和） 26,000冊 （洋） 18,165冊
雑誌（和） 43種 （洋） 28種
新聞（和） 4種 （欧） 2種
国内学生便覧・講義要項   20,600点
外国大学要覧   8,930点
高等教育関係パンフレット  62,470点
※所蔵資料はWeb上で検索することができます。所蔵資料検索　
システム「文献情報総合検索」をご活用ください。
https://www.lib-finder.net/rihe.hiroshima-u.search/

　Webサイト（https://rihe.hiroshima-u.ac.jp/）
当センターでは、高等教育に関する情報提供の一環として、

Webサイトの運営を行っております。高等教育統計データ集・文献
検索・高等教育に関するお知らせ等、高等教育の専門サイトとして
ご利用ください。

出版・情報サービス

2023年度出版物

情報調査室の様子



黄　福涛
教授（2001～）　専攻：高等教育学
文学士、教育学修士（中国安徽師範大学）、教育学博士
（厦門大学）
研究テーマ：大学カリキュラムの開発に関する比較研究、
高等教育国際化、中国高等教育、大学教授職
082-424-6242
futao@hiroshima-u.ac.jp

大場　淳
准教授（2001～）　専攻：教育行政学
法学士（京都大学）
研究テーマ：ガバナンス・リーダーシップ・組織文化・職員
といった大学組織運営、大陸欧州（特にフランス）の高
等教育、高等教育の質保証
082-424-6233
oba@hiroshima-u.ac.jp

スタッフ

櫻井　勇介
准教授（2022～） 専攻：教育工学、教育社会学
（教育学習支援センター兼任）
学士（東京外国語大学）、Graduate Diploma (モナシュ大
学)、修士 (モナシュ大学)、博士（教育学）（ヘルシンキ大学）
研究テーマ：留学生の学業への関与、短期国際プログラム
履修生の学びと能力開発、外国人若手研究者の能力開発
082-424-6232
sakurai＠hiroshima-u.ac.jp

村澤　昌崇
教授（2003～）　専攻：教育社会学
教育学士、教育学修士、博士（教育学）（広島大学）
研究テーマ：大学・高等教育政策・組織・意思決定に関す
る計量分析
082-424-6236
mrswm@hiroshima-u.ac.jp

樊　怡舟
特任助教（2024～）
文学士（東華大学）、高等教育学修士、博士（教育学）
（広島大学）
研究テーマ：日本の教養教育カリキュラムに関する歴史
研究、科学技術イノベーションの創発モデル、数理モデ
ルに基づいた計量手法の開発と実装、学習効果のモデ
ル化と可視化
082-424-6238 
fan92@hiroshima-u.ac.jp

金　良善
准教授（2017～）　専攻：教育学（高等教育）
学士（慶熙大学校）、修士・博士（ソウル大学）
研究テーマ：高等教育の国際比較研究、韓国の高等教
育制度と政策
082-424-6235
yskim@hiroshima-u.ac.jp

野内　玲
准教授（2023～）　専攻：科学哲学
学士（工学）、学士（文学）、修士（文学）、博士（文学）（名
古屋大学）
研究テーマ：科学論、研究倫理・研究公正、ELSI、RRI
082-424-6237
nouchi@hiroshima-u.ac.jp

李　　昕
特任助教（2023～）
文学士、理学士（北京大学）、教育学修士（中国北京師範
大学）、教育学博士（ソウル大学）
研究テーマ：大学の使命と機能、研究政策、大学教授職、
途上国との比較研究
082-424-4392
xinli@hiroshima-u.ac.jp

小林　信一
特任教授（2018～）　専攻：社会工学
文学士、学術修士（社会工学）（筑波大学）
研究テーマ：大学の研究機能、高等教育政策、科学技術
政策、科学技術論
082-424-6234
shinichk@hiroshima-u.ac.jp

大膳　司
教授（2001～）　専攻：教育社会学
教育学士、教育学修士（広島大学）
研究テーマ：高校生の進学行動、高等教育機関の学生募
集戦略、大学教員の職業的社会化、大学生の学習行
動
082-424-6241
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歴代外国人研究員
（肩書は当時）MORGAN, Keith J.

　（ランカスター大学（英）／ニューカッスル大学（豪）名誉教授、
　1996.5～1997.3、1999.3～1999.6、2007.9～
　2007.12、2010.1～2010.3）
BESS, James L.
　（ニューヨーク大学教授、1998.5～1998.8）
GRUBER, Karl H.
　（ウィーン大学教授、1999.7～1999.9）
潘　懋元（厦門大学教授、2000.1～2000.4）
沈　紅（華中科技大学教授、2000.10～2000.12）
SCHUETZE, Hans G. M.
　（ブリティッシュ・コロンビア大学教授、2001.1～2001.3）
JAMES, Richard H.
　（メルボルン大学助教授、2001.4～2001.6）
王　偉廉（厦門大学教授、2001.11～2002.4）
FINKELSTEIN, Martin J.
　（シートンホール大学教授、2002.7～2003.1）
WELCH, Anthony R.（シドニー大学教授、2003.11～2004.2）
TEICHLER, Ulrich C.
　（カッセル総合大学教授、2004.4～2004.8）
陳　学飛（北京大学教授、2005.2～2005.4）
MCINNIS, Craig V.
　（メルボルン大学名誉研究員、2006.11～2007.3）
KNIGHT, Jane（トロント大学教授、2007.4～2007.6）
VÄLIMAA, Jussi P. 
　（ユバスキュラ大学教授、2008.1～2008.4）
SIRAT, Morshidi Bin
　（マレーシア科学大学教授、2008.5～2008.7）
劉　念才（上海交通大学教授、2008.12～2009.2）
BARTON, Charles Rayburn
　（サウスカロライナ州立大学ビューフォート校教授、2009.4～
　2009.7）
MARGINSON, Simon William
　（メルボルン大学教授、2009.7～2009.10）
張　応強（華中科技大学教授、2011.6～2011.8）
WESTERHEIJDEN, Don F.
　（トゥウェンテ大学教授、2011.9～2011.11）
SHIN, Jung-Cheol（申　正澈）
　（ソウル大学准教授、2013.4～2013.6）

小林　信一 運営委員長・高等教育研究開発センター長
黄　　福涛 高等教育研究開発センター副センター長
大膳　　司 高等教育研究開発センター
村澤　昌崇 高等教育研究開発センター副センター長
大場　　淳 高等教育研究開発センター
金　　良善 高等教育研究開発センター
野内　　玲 高等教育研究開発センター
近堂　　徹 情報メディア教育研究センター
島田　賢也 放射光科学研究センター
寺本　章伸 ナノデバイス研究所
西堀　正英 大学院統合生命科学研究科
蓮沼　直子 大学院医系科学研究科
馮　　　涛 大学院先進理工系科学研究科
丸橋　達也 原爆放射線医科学研究科
米沢　　崇 大学院人間社会科学研究科

ADILIN, Anuardi 情報メディア教育研究センター
梅下健一郎 国際室国際部、グローバル化推進室
衞藤　吉則 大学院人間社会科学研究科
小澤孝一郎 大学院医系科学研究科
日下部達哉 IDE国際連携機構
清水　欽也 大学院人間社会科学研究科
竹内　哲弘 総合戦略室
徳光祐二郎 学術・社会連携室未来共創科学研究本部研究戦略部
中島健一郎 大学院人間社会科学研究科
中空　　萌 大学院人間社会科学研究科
中矢　礼美 大学院人間社会科学研究科
日山　恵美 大学院人間社会科学研究科
FUNCK, Carolin 大学院人間社会科学研究科
牧　　貴愛 大学院人間社会科学研究科
山田　浩之 大学院人間社会科学研究科
米沢　　崇 大学院人間社会科学研究科
渡邉　　恵 総合戦略室

有信　睦弘 叡啓大学
伊藤　彰浩 西南学院大学
梅崎　　修 法政大学
大前　敦巳 上越教育大学
岡山　　茂 （元）早稲田大学
川越明日香 熊本大学
合田　哲雄 文化庁
児島　功和 パーソル総合研究所
小竹　雅子 島根大学
佐藤　　仁 福岡大学
清水　裕士 関西学院大学
白鳥　義彦 神戸大学
竹下　知成 早稲田大学アカデミックソリューション
田中　秀明 明治大学
近田　政博 神戸大学
筒井　淳也 立命館大学
出口　英樹 鹿児島大学
戸村　　理 東北大学
鳥居　朋子 立命館大学
中谷圭太郎 パリ・サクレ―高等師範学校
塙　　雅典 山梨大学
濱中　義隆 国立教育政策研究所
平尾　智隆 摂南大学
廣内　大輔 信州大学
藤井　基貴 静岡大学
細尾　萌子 立命館大学
堀籠　　崇 新潟大学
増田　泰啓 早稲田大学アカデミックソリューション
三宅　雅人 立命館大学
山本　啓一 北陸大学
渡部　芳栄 岩手県立大学

佐藤　郁哉 同志社大学
李　　　敏 大学改革支援・学位授与機構
渡邉　　聡 アリゾナ州立大学サンダーバードグローバル経営大学院

BROTHERHOOD, Thomas　　立教大学

■庶務・会計
古屋　安代　　藤原　亜希
［TEL］082-424-6240, 6244
■研究支援
石田　　麗　　瀬分　智子　　谷元　恭子　　戸田　由加
［TEL］082-424-3540, 4392
■資料・情報
沖　　美樹
［TEL］082-424-6239
各担当共通連絡先
［FAX］082-422-7104
［E-Mail］k-kokyo@office.hiroshima-u.ac.jp

（2024年6月 現在）



全国大学教育研究センター等協議会

IDE大学協会

　全国大学教育研究センター等協議会とは
全国大学教育研究センター等協議会は、平成8年（1996年）4月に国立11大学を会員校としてスタートし、当センターに事務局がおかれまし

た。今日（2024年4月現在）、会員数は36校を数えるに至っています。設立時より、高等教育に関する各種意見交換や共同研究、人事交流等を行

い、 国立大学法人をはじめ、全国の諸大学が直面している様々な問題や課題を解明し、大学改革と再建に貢献すべく活動を推進しています。

　構成員一覧（全36校） 

北海道大学 高等教育推進機構　高等教育研究部

岩手大学 教学マネジメントセンター

山形大学 教育推進機構

東北大学 高度教養教育・学生支援機構

茨城大学 教学イノベーション機構　スチューデントサクセスセンター

千葉大学 国際未来教育基幹キャビネット高等教育センター

筑波大学 教学マネジメント室

東京大学 大学総合教育研究センター

東京農工大学 グローバル教育院

東京工業大学 教育革新センター

新潟大学 教育基盤機構　教学マネジメント部門

富山大学 教育・学生支援機構　教育推進センター

金沢大学 教学マネジメントセンター

福井大学 高等教育推進センター

山梨大学 教育統括機構　大学教育・DX推進センター

信州大学 高等教育研究センター

名古屋大学 高等教育研究センター

三重大学 教育推進・学生支援機構

大阪大学 スチューデント・ライフサイクルサポートセンター

神戸大学 大学教育推進機構　大学教育研究センター

鳥取大学 教育支援・国際交流推進機構　高等教育開発センター

島根大学 教育・学生支援本部　大学教育センター

広島大学 高等教育研究開発センター

山口大学 教育支援センター

香川大学 大学教育基盤センター

徳島大学 高等教育研究センター

愛媛大学 教育・学生支援機構　教育企画室

福岡教育大学 教学共創マネジメントセンター

九州大学 基幹教育院

長崎大学 大学教育イノベーションセンター

熊本大学 大学教育統括管理運営機構

大分大学 教育マネジメント機構

宮崎大学 学び・学生支援機構

鹿児島大学 総合教育機構　高等教育研究開発センター

琉球大学 グローバル教育支援機構　大学教育センター

国立教育政策研究所 高等教育研究部

IDE中国四国支部としての活動をサポートしています。



バス  約15分JR山陽本線  約30分

JR山陽新幹線  約11分

リムジンバス  約25分JR山陽本線

バス  約20分

タクシー  約15分

バス  約15分
※土曜・日曜・祝日および

8/13～16、12/29～30は運休

広島大学 高等教育研究開発センター
Research Institute for Higher Education, Hiroshima University

https://rihe.hiroshima-u.ac.jp

〒739-8512 広島県東広島市鏡山一丁目2番2号
TEL. 082-424-6240, 6244, 3540　FAX. 082-422-7104

広島大学 東広島キャンパス

交通案内

自動車  約20～25分
西条IC大阪方面 東 広 島 キャン パ ス

自動車  約20～25分
志和IC九州方面 東 広 島 キャン パ ス

高等教育研究開発センターは、バス停「広大中央口」から徒歩5分です。
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